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The purpose of this study is to clarify the current state of regional exchange activity by students and 
to propose effective means to promote communication. Half of the students don't interact with the 
community, but they're more interested in regional exchange. Casualness is important in the way 
students interact with the community, and it is useful that the hub coordinate the relationship between 
the community and the students. 







































96 名に対して web アンケート調査を行った。 
 次にボランティア活動を通した交流について，学生
のボランティア活動を支援する長崎大学の「やってみ









加している長崎市南山手地区において，2019 年 10 月
に「斜面地・空き家活用団体つくる」代表の岩本氏注 2)
と，地域住民 3 名，2019 年 12 月に学生メンバー3 名に
対してヒアリング調査を行った。さらに，2020 年 4 月
令和 2年 12月21日受理 
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た人は 47 人と高校と比べ約 3 倍にも増加し，49.0％に




















































2015 年 5 年に空き家特措法が制定される等，近年空
図 3 地域交流に対する関心 
図 5 地域に入る上で 
  大切なこと 
図 2 地域交流が無い理由 
図 1 小学校から現在に至るまでの交流の変化 






































































































































































治会長に相談し，2019 年 11 月に始まった活動であり，
2020 年 5 月からは Facebook のグループを基本に活動
しながらその様子を投稿している。グループには，2020

















2017 年 5 月から約半年間かけて近くにある空き地を地
域住民と共に「花広場」として再生し，現在はラジオ
体操や地域の祭りなどの会場として活用している。岩
本氏は「つくる」注 2)を組織し，メンバーは 6 名で，内
表 1 全国の学生による空き家改修事例 
実験住宅まちの間 佐賀県佐賀市 2010年 3 3 大学の研究室
最初の物件は２階がシェアハウス，1階がコミュニティスペー
スになっており，交流の中心となっている。
山形R不動産 山形県山形市 2008年 18 5 NPO法人
他に比べて地域交流は浅く，不動産会社を通して賃貸物件と
して販売するなど事業色が強い。
0号館プロジェクト 群馬県高崎市 2014年 30 1 学生サークル
普段はオープンスペースとして開放し老若男女問わず利用し
ているが，貸し切りもでき，イベントを通した交流も盛ん。
糸島空き家プロジェクト 福岡県糸島市 2011年 20 6 学生による事務局 文中で詳述










































図 7 分類別依頼数と学生の充足率 
1 16 45 3 55 6 18 85











































表 2 全国の学生による空き地活用事例 





























































































 山王自治会は坂本 1 丁目，2 丁目の世帯が加入して
おり， 11 月 20 日時点で全 36 班，250 世帯である。自
治会役員（会長，副会長，班長）の 38 名の内訳につい
て見ると，70 代が 7 名，60 代が 27 名，50 代が 3 名，
40 代が 1 名と，若い人が自治会運営にほとんど関わっ



















写真 2 つくる邸で行われた地域の忘年会 











 4 章の事例を参考に，坂本 2 丁目にある空き家
「CRANE」と隣接する空き地(図 9)を活用し，地域と
学生の交流促進を図った(表 4)。 
 CRANE では 2019 年 11 月の OPEN 後，ワークショッ
プ等のイベントを行いながら SNS での宣伝や自治会
での周知を行っている。しかし，2019 年 11 月に行っ
た織物ワークショップ・作品展示イベントでの参加者
は学生 6 名，社会人 3 名，2020 年 2 月に行ったゲー






た（5 月から 11 月で 8 件）。企画・運営を 1 人で行っ
ていることや，コロナの影響により人の集まるイベン
トは憚られたことが原因として挙げられる。
空き地では，2020 年 5 月に所有者である山王神社に
交渉し，「手入れをしてもらえるのはありがたいし，自
由に使っていい」と了承を得たことで活動を開始し，































図 9 山王自治会各班と主要施設の分布 
写真 3 山王自治会の様子 








































































































 この研究活動は，令和 2 年度前田記念工学振興財団
の研究助成を受けて行った。 
注釈 












注 3）2018 年 10 月から 2019 年 11 月にかけて，当時長崎大学大学院  
修士 1 年の鶴地氏が主導して空き家を改修したものであり，  





1） 日本 NPO 学会，震災からの生活復興と民間支援に関する意識







4) 長崎大学 ボランティア活動支援やってみゅーデスク  閲覧
日：2019 年 11 月
http://yattemyudesk.matrix.jp/yattemyudesk/index.php
5） 糸島空き家プロジェクト HP 閲覧日：2019 年 12 月
  https://akipro2018.wixsite.com/itoshima-akipro 
6） 斜面地・空き家活用団体つくる HP 閲覧日：2020 年 1 月
https://www.tsukurutei.com/katsudou
7) 令和元年 長崎市住民基本台帳に基づく町別 5 歳別人口
https://www.city.nagasaki.lg.jp/syokai/750000/752000/p023438.html
写真 4 道具の使い方を指導する地域の方 
表 4 CRANE・空き地活動年表 
年月 CRANE 空き地
2019年　11月 ・改修完了　地域の方を招待しCRANEで飲み会
・ワークショップ＆作品展示
12月 ワークショップ＆作品展示
2020年　　2月 映像鑑賞・ゲーム大会
　5月 インターネットからのレンタル予約(1件) 空き地の所有者(山王神社)に利用交渉
6月 自治会で挨拶，空き家・空き地の活用について簡単に説
明を行う。
・自治会で話したところ，地域住民が道具を自由に
使っていいと倉庫を案内して下さる
・延べ学生３名，3日間で草刈り，がれきの除去，土
　づくり等を行う
7月 インターネットからのレンタル予約(3件)
8月 ローカルメディアunnyaによる取材
9月 自治会と「くすのき広場」に参加
10月 インターネットからのレンタル予約(3件) 学生3名で草刈り，土づくりを行う。
11月 ・自治会で，CRANEの認知度や今後の活用方法について
のアンケート配布(12月末回収予定)
・インターネットからのレンタル予約（1件）
学生4名で野菜の植え付け，畳を解体して取り出した藁を
使ってマルチング
12月 年末演奏会＆ワークショップ開催（予定）
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